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株式会社ゼットエムピー（東京都文京区、代表取締役社長：谷口恒）は、自律搬送や知能型ロボットの研究・開発用に、大

型倒立２輪台車「e-nuvo POWER WHEEL （http://www.zmp.co.jp/html/products_power-wheel.html）」を開発。本日より、受

注販売を開始いたします。倒立２輪とは、内蔵センサで傾きを計測し、左右２つの車輪でバランスをとって走行する移動機構

で、その場での方向転換ができ小回りがきくこと、また坂道でも搬送物を水平に保つことができるなど利点が多く、近年、人

や物を輸送する新しい移動機構として注目されています。 

「e-nuvo POWER WHEEL」は、車台に高度な技術を必要とするアルミ溶接を多用し 38kg と軽量で高剛性を実現し、最大積

載量約30kgの高精度な制御を可能にした倒立２輪台車です。 

カスタマイズで、dSPACE Japan 株式会社製の制御シミュレータAutoBoxの搭載モデル、MathWorks, Inc.製の制御シミュ

レーションソフトMATLAB®/Simulink®との連携が可能です。 

また、キャスターの長さを変更することで、下図のように４輪台車（独立２輪駆動）になります。 

 

４輪台車（独立２輪駆動、キャスター２輪は補助輪で常時接地）   倒立２輪台車（キャスタ２輪は転倒時の補助） 

 

大型倒立２輪台車「e-nuvo POWER WHEEL」販売開始 

― 自律搬送や知能型ロボットの研究・開発用 ― 




